
 （単位：百万円）

 　流   動   資   産 58,461    流   動   負   債 48,507

2,237 2,508

934 20,399

14,961 2,200

2,004 283

595 635

23,760 16,957

1,645 4,938

10,563 284

1,805 40

△ 48 260

   固   定   資   産　  18,996    固   定   負   債 10,988

     有 形 固 定 資 産 3,512 10,616

1,131 321

647 50

70 59,495

1,658

4

     無 形 固 定 資 産 611

     投資その他の資産 14,872    資      本      金 7,000

9,266    資　本　剰　余　金 177

330      資　本　準　備　金 177

109    利　益　剰  余  金 10,251

91      任　意　積　立　金 12,787

8 779

3,816

1,678

△ 429 12,000

     当 期 未 処 理 損 失 2,535

   株式等評価差額金 533

17,962

破産債権､更生債権等

長 期 貸 付 金

    　資　本  合  計

資      本      の      部

固定資産圧縮積立金

東京湾横断道路株式
控除積立金

7

建 設 仮 勘 定

投 資 有 価 証 券

未 払 金有 価 証 券

機 械 ・ 運 搬 具 そ の 他 固 定 負 債

未 収 入 金

役員退職慰労引当金建 物 ・ 構 築 物

貸  倒  引  当  金

賞 与 引 当 金

完成工事補償引当金

支 払 手 形

工 事 未 払 金

短 期 借 入 金

現 金 預 金

受 取 手 形

完成工事未収入金

未 払 費 用販 売 用 不 動 産

貸     借     対     照     表

〔平成 17年12月31日現在〕

資      産      の      部 負      債      の      部

未 成 工 事 支 出 金 未 成 工 事 受 入 金

77,457

預 り 金繰 延 税 金 資 産

そ の 他 流 動 資 産

土 地

工 具 器 具 ・ 備 品

退 職 給 付 引 当 金

工 事 損 失 引 当 金

    　負  債  合  計

別 途 積 立 金

資    産    合    計 負 債 資 本 合 計77,457

長 期 前 払 費 用

そ の 他 投 資 等

長期繰延税金資産

貸  倒  引  当  金

子 会 社 株 式



(注) 1. 重要な会計方針

(１)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

工事の損失見込額を計上している。

(8)

(9)

(10)

2. 記載方法の変更の内容及びその変更による増減額

該当なし

3. 子会社に対する短期金銭債権 450百万円

子会社に対する短期金銭債務 1,002百万円

子会社に対する長期金銭債権債務 該当なし

4. 支配株主に対する短期金銭債権 5,538百万円

支配株主に対する長期金銭債権 512百万円

支配株主に対する短期金銭債務 596百万円

支配株主に対する長期金銭債務 該当なし

5. 取締役及び監査役に対する金銭債権債務

該当なし

6. 「有価証券」に含まれる「親会社株式」

該当なし

7. 「投資有価証券」に含まれる「子会社株式・子会社出資金」

該当なし

8.

付したもの

該当なし

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及

び年金資産見込額に基づき計上している。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務年数以内

消費税及び地方消費税に相当する額の会計処理は、税抜き方式によっている。

の一定の年数（１０年）による定率法により翌期から費用処理または費用の減額処理を

することとしている。

役員退職慰労引当金は、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要

支給額を計上している。

過去勤務債務の償却は、定額法（３年）により費用処理または費用の減額処理をする

こととしている。

賞与引当金は、従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の内、

当事業年度負担額を計上している。

１年間の完成工事高に対し、過去３ケ年の実績率による算定額を計上している。

完成工事補償引当金は､完成工事に係るかし担保の費用に備えるため､当期末に至る

有価証券の評価は、満期保有目的債券については償却原価法、子会社株式及び関連

会社株式については移動平均法による原価法、その他有価証券のうち時価のあるもの

については、期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部資本直入法により

処理している）、時価のないものについては移動平均法による原価法によっている。

工事損失引当金は、受注工事に係る将来の損失に備えるため、当期末における未引渡

時価が取得価額又は製作価額より著しく低い重要な流動資産で取得価額又は製作価額を

販売用不動産及び未成工事支出金の評価は､個別法に基づく原価法によっている。

有形固定資産の減価償却方法は定率法、ただし、平成１０年４月１日以降取得の建物

（建物附属設備を除く）については定額法、無形固定資産については定額法によって

いる。なお無形固定資産のうち自社利用のソフトウェアについては､社内における利用

可能期間（原則として５年）に基づく定額法によっている。
貸倒引当金は、債権の貸倒損失に備えるため、一般債権は貸倒実績率により、貸倒懸

念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上

している。



9. 時価が取得価額より著しく低い重要な株式で取得価額を付したもの

該当なし

10. 時価が取得価額より著しく低い重要な社債で取得価額を付したもの

該当なし

11. 固定資産の耐用年数及び残存価額の変更

該当なし

12. 商法施行規則第124条第１号に規定する超過額 該当なし

商法施行規則第124条第３号に規定する純資産額 533百万円

13. リース契約により使用する重要な固定資産

該当なし

14. 所有権が売主に留保されている重要な固定資産及び代金未払額

該当なし

15. 担保に供している資産

投資有価証券 40百万円

16. 保証債務額、受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

保証債務額 該当なし

受取手形割引高 該当なし

受取手形裏書譲渡高 該当なし

17. 重要な外貨建資産・負債

該当なし

18. 「新株引受権付社債」による新株引受権の残高及び行使価額

該当なし

19. 商法第280条ノ19の規定による新株引受権の残高及び行使価額

該当なし

20. その他

(1)

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 6,997百万円

(3)

工事損失引当金260百万円及び役員退職慰労金引当金321百万円は、商法施行規則第

記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示している。

43条に規定する引当金である。



 （単位：百万円）

82,110

100 82,211

79,339

129 79,469

2,770

△ 28 2,742

5,947

3,205

172

37

53 263

49

9 59

3,001

36

21 58

124

362

59 546

3,489

130

△ 1,082 △ 952

2,536

0

2,535

前 期 繰 越 利 益

経 常 損 益 の 部

当 期 未 処 理 損 失

損 　　益 　　計 　　算 　　書
自 平成 17年  1月  1日
至 平成 17年 12月 31日

税 引 前 当 期 純 損 失

法人税、住民税及び事業税

当 期 純 損 失

特 別 利 益

法 人 税 等 調 整 額

売 上 総 利 益

完 成 工 事 総 利 益

不 動 産 売 上 総 利 益

営 業 損 失

営 業 外 損 益

そ の 他 営 業 外 収 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息 配 当 金

収 入 地 代 家 賃

営 業 損 益

売 上 高

完 成 工 事 高

不 動 産 売 上 高

売 上 原 価

完 成 工 事 原 価

不 動 産 売 上 原 価

販売費及び一般管理費

営 業 外 費 用

支 払 利 息

特 別 損 失

そ の 他 営 業 外 費 用

経 常 損 失

固 定 資 産 売 却 益

そ の 他 特 別 損 失

特 別 損 益 の 部

前 期 損 益 修 正 益

ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損

係 争 関 連 損 失



(注) 1. 重要な会計方針

工事進行基準により完成工事高に計上した額 29,895百万円

2. 記載方法の変更の内容及びその変更による増減額 該当なし

3. 「売上高」のうち子会社に対する部分及び支配株主に対する部分

完成工事高のうち子会社に対する部分 該当なし

完成工事高のうち支配株主に対する部分 21,033百万円

4. 「売上原価」のうち子会社からの仕入高及び支配株主からの仕入高

完成工事原価のうち子会社からの仕入高   3,040百万円

完成工事原価のうち支配株主からの仕入高    　　2百万円

5. 子会社との営業取引以外の取引高及び支配株主との営業取引以外の取引高

子会社との営業取引以外の取引高    30百万円

支配株主との営業取引以外の取引高   183百万円

6. その他会社の損益の状態を正確に判断するために必要な事項

一株当たりの当期純損失 140円92銭

7.

長期大型（工期12ｹ月以上、請負金額10億円以上）の工事に係る収益の計上については工事

進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用している。

記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示している。


